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（仮称）世田谷区立北烏山七丁目緑地事業設計及び住民参加検討外業務委託　公募型プロポーザル
提案書（１次審査書類）























提出者
住　所　
会社名　（単独企業名又は共同企業体名）　
代表者　（役職・氏名・共同企業体は代表構成員企業名）　　　　　　

（連絡担当者）
所　属　
氏　名　
電　話　
ＦＡＸ　
E-mail　














	業務実施方針の考え方
	区は、（仮称）北烏山七丁目緑地事業基本計画（素案）を踏まえ、区民との合意形成を進めるため、緑地の将来像や方針などを「考える」ワークショップ、緑地の魅力を知り、「楽しむ」緑地開放、試験的に区民参加により緑地の手入れを「体験する」フィールドワークを行いながら、緑地の基本設計及び実施設計を取りまとめることを提案者に求める。
（仮称）北烏山七丁目緑地事業について、区民参加や官民連携による緑地づくり（基本設計及び実施設計）を検討、実現するためには、どのように区民との参加と協働で業務を進めていく必要があると考えるか。
また、「地域で守り、育み、活かす緑地」を緑地のコンセプトとし、緑地の多様な環境を保全し、住民協働でみどりを育成、観察しながら、持続的な緑地の維持管理を図り、加えて、緑地をフィールドに地域交流や体験学習、健康増進などの活用を進めるためには、どのように業務を進める必要があると考えるか。
「区民」、「世田谷区」、「受注者」、「緑地開放」、「ワークショップ」、「フィールドワーク」の関係性や役割を明らかにして、記述すること。

	


　　【様式８】

※A3用紙1枚とし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「業務実施方針の考え方」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
【様式９】
	業務実施体制の考え方
	業務実施方針に示された業務を確実に進めるためには、どのような業務実施体制をつくり業務に取り組んでいく必要があると考えるか。
求められる各技術者、スタッフの能力、取り組み体制、役割分担について、考えを記述すること。
なお、業務内容が多岐にわたるため、発注者と受注者の円滑なコミュニケーションを図る工夫、フィールドワーク担当者の配置の考え方について記述すること。
※参加資格要件に記載の技術者に加えて、その他本業務を適切に履行するにあたり相応しい技術者等の配置提案を認める。
※２次審査の質疑応答に用いるので、役割分担や技術者の資格、能力、受賞歴等わかるよう記述すること

	　　　　


※A3用紙2枚までとし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「業務実施体制の考え方」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
【様式１０】
	（課題１）
住民協働や緑地管理・運営への企画提案
	[bookmark: _Hlk219188525]　これまで、区は、区民との合意形成を進めるため、緑地の将来像や方針などを「考える」ワークショップ、緑地の魅力を知り、「楽しむ」緑地開放、試験的に区民参加により緑地の手入れを「体験する」フィールドワークを行いながら、計画づくりを進めてきた。引き続きこれらの取り組みを進めながら、緑地の設計や今後の活動に反映することを試みている。
これらの住民協働の取り組みを発展させながら継続し、設計への反映や開園後の緑地の管理・運営に繋げるため、区民との参加と協働による緑地づくりの企画提案を行うこと。
また、年齢、性別、国籍、能力等にかかわらず、多くの人が緑地を楽しむことができるよう、ワークショップや緑地開放、フィールドワークなどの機会を捉え、多様な人々の意見をどのように聴取し、設計などへ反映していくか記述すること。なお、これまで区は、上記の考え方により、緑地開放等の機会において、特に子ども及びユニバーサルデザインの視点を取り入れた企画を実施してきており、令和８年度も引き続き実施する予定である。
　企画の検討・実施にあたり、緑地設計、建築設計、住民協働等の各担当技術者がどのように連携し、取り組むのか明らかにすること。

	


※A3用紙1枚までとし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「（課題１）住民協働や緑地管理・運営への企画提案」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
【様式１１】
	（課題２―１）
（仮称）利活用プロジェクトへの企画提案
	　区では、基本計画を踏まえ、「ワークショップ」、「緑地開放」、「フィールドワーク」を土台とし、整備後の将来イメージを見据えた住民参加の取り組みを推進し、設計への反映及び開園後の管理・運営に繋げていくことを想定している。区で想定する特定テーマ（２つのテーマ）について「ワークショップ」、「緑地開放」、「フィールドワーク」を軸に、どのようにプロジェクトを進めるか。以下のとおり提案を求める。
（仮称）利活用プロジェクトとして、「地域で活かす緑地」をめざし、地域交流や体験学習、健康づくり、資源循環などのプログラムを企画・試行し、緑地の活かし方について区民との参加と協働で実践することを想定している。
区民の発意やニーズを捉え、設計、将来の運営に反映するための区民との参加と協働による検討プロセスを企画提案すること。また、緑地の利活用の促進や地域住民の参画を活性化させる広報等の創意工夫について記載すること。　

	


※A3用紙1枚までとし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「（課題２―１）（仮称）利活用プロジェクトへの企画提案」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
	（課題２―２）
（仮称）森づくりプロジェクトへの企画提案
	区では、基本計画を踏まえ、「ワークショップ」、「緑地開放」、「フィールドワーク」を土台とし、整備後の将来イメージを見据えた住民参加の取り組みを推進し、設計への反映及び開園後の管理・運営に繋げていくことを想定している。区で想定する特定テーマ（２つのテーマ）について「ワークショップ」、「緑地開放」、「フィールドワーク」を軸に、どのようにプロジェクトを進めるか。以下のとおり提案を求める。
（仮称）森づくりプロジェクトとして、世田谷区環境基本計画の理念である「環境の『手入れ』」を通して「生きもの」と「ひと」が関わることで生まれる豊かな生態系をめざし、将来像を共有し、目標を検討するとともに、管理を試行しながら、樹林地を守り、区民との参加と協働で育むことを想定している。
「野鳥の丘」及び「生物多様性の林」について、開園後の管理・運営を見据えながら、基本計画（素案）で想定している将来イメージを共有し、区民との合意形成を経て、設計に反映するための区民参加と協働による検討プロセスを企画提案すること。企画の提案にあたっては、基本計画（素案）の「基本計画図」、「５．緑地の基本構成」、「９．ゾーンごとの整備・利用イメージ」等を参考にして、「野鳥の丘」「生物多様性の林」の将来イメージについて提案をした上で、植栽設計や区民参加のフィールドワークの取り組みの関係性を明らかにすること。

	


【様式１２】
※A3用紙1枚までとし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「（課題２―２）（仮称）森づくりプロジェクトへの企画提案」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
	（課題３）
ランドスケープデザインに関する企画提案
	基本計画（素案）を踏まえ、緑地設計を進めるにあたり、緑地全体のランドスケープデザインの考え方に加え、基本計画図における８つのゾーンのうち、「エントランス広場」「歴史の庭」を対象とし、ランドスケープデザイン（緑地設計、建築設計、植栽設計、庭園設計等）について、重視したい視点や着眼点などを明らかにし、この土地ならではの高質な空間を体現するための企画提案を記述すること。
※提案にあたっては、作図やスケッチ等を用いて視覚的に分かりやすく説明すること。

	


【様式１３】
※A3用紙1枚までとし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「（課題３）ランドスケープデザインに関する企画提案」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。

【様式１４】
	スケジュール案
	４か年の工程計画（令和８年度～令和１１年度）について、主たる検討項目と各業務の関係性がわかるよう記載すること。

	


※A3用紙１枚とし、枠線や注意書き（※）は記載しなくても良い。ただし様式の左上に「スケジュール案」とタイトルを記載すること。
※レイアウトは自由とするが、文字サイズは１２ポイントを標準とし、文字は読みやすい大きさとすること。
